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自然と人の共働ある場づくり

ブラジル・西アマゾンにおけるアグロフォ
レストリー普及による作物の多様化と高付
加価値化プロジェクト

 鳥取県

 ブラジル

活動地域

活動地域

放棄地開拓総面積 5 反

活動参加者 135 人

今年度計画の達成度 70 ％

目標達成度 70 ％

参加型認証取得農家 64 人
コミュニティ苗床の
設置 3 か所

今年度計画の達成度 90 ％

目標達成度 65 ％

実 践

はじめる助成

1年目

実 践

ひろげる助成

1年目

活動内容と成果
馬たちの放牧によって開拓総面積は5反と広がり、見
晴らしの良い受け入れやすい景観に変わることがで
きた。間伐が進んだことにより防獣フェンスを設置、
その中を畑に活用した。食べることのできる実のな
る広葉樹など植樹を行い、混植栽培を始めている。さ
らに開発した馬耕道具によって、茅場の根を切り耕
すことができるようになった。10月から再開したプ
レーパークでは、毎月15人ほどが参加し、森に親し
む時間を過ごしている。また、大学生に米作りや馬耕
体験に参加してもらい、食の自給の価値を考えても
らう機会を提供できた。

活動内容と成果
● アグロフォレストリーを実践し、参加型有機認証を
取得する生産者が16人から64人に増加した
● 加工設備設置や技術指導の結果、高品質カカオの販
売量が約4倍、買取価格が約3倍に上昇した
● 苗床を3か所に設置し、年間計15,000本の苗生産が可
能となった
● 州内初となるアグロフォレストリー・有機カカオ生
産者集会（ECOA）を行政・国際機関・民間企業等と
の連携にて実施。養蜂や組織化等を含めた幅広い
テーマの研修を行った。散住する農家達が交流を持
つことでモチベーション向上や知見の広がりに貢献
した

課　題
環境調和型拠点作りと自然と人の共働のある栽培に
よって、自然豊かな景観を作り出す。

目　標
環境調和型の自然栽培農地として活用面積、植生の
多様な森林として活用できる森林面積が増加、支援
者が増えることによって地域の景観に愛着を持つ住
民が増える。

課　題
森林減少の新たなホットスポットであるブラジル・
アマゾナス州南部では、「森の番人」である小農の経
済的理由による離農や都市への移住が森林破壊を加
速させている。

目　標
アグロフォレストリーの普及による作物の多様化と
高付加価値化を通じて、森林生態系を保ちながら小
農の収入向上と安定化を目指す。
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放棄地を耕す難しさと楽しさを伝える放棄地を耕す難しさと楽しさを伝える

カカオ加工に初挑戦したPinduca氏カカオ加工に初挑戦したPinduca氏

植樹に祈り感謝のことば植樹に祈り感謝のことば

ECOAでの実地研修ECOAでの実地研修

遊び場としてのプレーパークの他、森づくりの日を増やし、自然と暮らしをつなげ
ることできっかけを広げる。森づくりのオーナー制度などを取り入れ、積極的な参
加を促し支援者となってもらう仕組みをつくる。

次年度は、技術の継続指導に加え、今年度設置した苗床を活用したファイナンシャ
ル・リテラシー研修や高評価を得たECOAの第2回開催、地域性をいかした新たな
高付加価値商品の開発等を進める予定である。

今後の
展望

今後の
展望

苦労した点と工夫した点

苦労した点と工夫した点

■苦労した点
これまで放棄地の茅場の土を耕すこ
とができず、馬耕道具が折れてしま
うので鍬を使って人力で耕してい
た。

■工夫した点
幾度かの試行を経て、茅の根を切る
ことができる馬耕道具を開発し製作
したことにより、茅場の土を耕すこ
とができた。

■苦労した点
新型コロナウイルス禍で州都からの
移動に制限がかかる中で新しく参加
する生産者たちと信頼関係を築き、
活動を継続してもらうこと。

■工夫した点
地元出身の技術者を雇用することで
定期訪問を継続し、指導だけでなく
作物の販売まで繋げることで、信頼
関係を築くことができた。
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